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炉心計算コードシステムの検証を目的として、軽水炉炉心体系を対象とした解析を行い、モンテカルロコ

ードとの比較による検証を行った。 
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1. 緒言 これまでの研究により公開コードベースの統合炉心設計システム HANCS の構築が行われた[1]。

また、前年度までの研究により、炉心核計算に適用可能なモンテカルロ法計算機能(MCM)および多群計算

機能の開発が行われた[2]。本研究では、HANCS の実機炉心への適用をにらみ、臨界実験体系より大きな

軽水炉模擬炉心を用いた炉心解析への適用性の検証の結果を報告する。 

2. BWR模擬炉心解析への適用性の検証 BWR用 8×8タイプ 3燃料集合

体（未燃焼）を 28体使用した 1/4 BWR 模擬炉心（図 1参照）を対象とし

て、BWR 炉心解析への HANCS の適用性の検証を行った。検証では、実

効増倍率および相対出力分布について、HANCS の拡散計算機能ならびに

MCM の解析結果と、参照解として用いる詳細炉心モデルによる連続エネ

ルギーモンテカルロコード MVP による解析結果との比較を行った。 

解析結果を表１に示す。実効増倍率については、MVP と HANCS の解

析結果の差が±0.3%Δk/k 以内であり、出力分布について

は、MVP との RMS 値が HANCS で 2.8%以内、MCM で

1.9%以内となった。いずれの計算結果についても、文献

[3]にて設定している評価基準（実効増倍率で±1.0%Δk/k

以内、相対出力分布の RMS 値で 5.0%以内）を満たして

おり、臨界実験体系等より一回り大きな炉心体系におい

ても HANCS は妥当な計算性能を有していることが示さ

れた。 

3. 結論 HANCS の実機炉心への適用可能性の検証のため、軽水炉炉心解析を行った。連続エネルギーモ

ンテカルロコード MVP による参照解およびベンチマークとの比較を行った結果、HANCS は臨界実験体系

より一回り大きい軽水炉模擬炉心体系における計算が妥当であることが示された。 
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図１：1/4 BWR模擬炉心体系 

表１：BWR模擬炉心に関する解析結果 

 keff 
MVPとの RMS値 

軸方向 径方向 

MVP 0.9979 - - 

HANCS 

(拡散計算) 

0.9995 

(0.2%Δk/k) 
2.8% 1.3% 

MCM 

(輸送計算) 

0.9948 

(-0.3%Δk/k) 
1.9% 1.5% 
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